
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― に ら

ポイントは、「株養生期」
にらは、ひとつの株から何度も収穫するので、常に株の充実を図ることが大切です。
葉で作られた糖分が十分に株にまわるよう、「アグリボEX」を散布しましょう。

栽 培 暦 アグリボEX ワ ン ポ イ ント

定 植
10日間隔

2回
1,000倍 潅水散布 株を充実させるには、

まず活着促進が大事！

収 穫
10日間隔

2回
1,000倍 潅水散布

株のエネルギーを再生し、
新芽を充実させるために。収 穫

10日間隔

2回
1,000倍 潅水散布

収 穫

葉肉を厚くする、森羅 !
地上部が軟弱気味に育ってきたら、「森羅」を
株元潅水してみましょう。根張りを充実させ、
葉肉全体を厚くします。収穫10日前あたりの
施用が効果的です。

ヤワラの加用が効果的！
にらは、散布液が茎葉に付着しにくい作物なので、
高浸透性の展着剤か、展着促進材入りカルシウム剤
「ヤワラ」を「アグリボEX」に加用してください。
葉先枯れの予防にも役立ちます。

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際、
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。

ご 質 問
ご 相 談

フリーダイヤル イーハナ イーヤサイ アグリボ
相 談 室

株式会社アグリボ 〒240-0035 神奈川県横浜市保土ヶ谷区今井町528
TEL:045-352-5327 FAX:045-352-5328

http://www.agrevo.co.jp/

